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BRONZE 31�32の応用問題ですが、

より深く考察し的確な表現�処理をすることを学びます。

保護者の方へ

　数の分解は、たし算やひき算の基礎となります。数が大き

い場合や、3つ以上の加減計算であっても、数の分解を定

着させることで、容易に答えを導くことができます。また、食

事中やお風呂の時間などに「28は 19と何？」「22は 3と

7と何？」というゲーム感覚でお子様と楽しむのもいいかもし

れません。また、「10」のまとまりについては、数の大きい計

算や十進法の理解として重要になります。

　長さの順番の学習は、今後学習する「割合」の素地的

学習になります。ここの問題では、同じ長さのマス目が記載

されています。「1つのマス目の長さを１とすることで、長さを

測定できる」ことを気付かせることを意識しましょう。

　ドット図形においては、問題を始める時に、直線の始点と

終点の長さを図ることが大切です。また、基準となる点から「右

から 3 番目」「上から2 段目の点」と数えることで、感覚的

に座標の意識持たせることができます。

　規則性の問題では、中学校で学習する数列の内容です

が、数の並びの変化に規則性があることを小学生でも見つ

けることができます。ここでは、次の数は「いくつ増えている？」

ことに着目して取り組んでみましょう。

学習の目的

【数（20 ～ 30の合成�分解、足し算�引き算）】

　数の合成と分解の性質を利用して、20より大きな数の足し

算�引き算を学習します。特に、20 ～ 30 の数の分解を理

解することで、繰り下がりの引き算を確実にする目的がありま

す。また、複数の数を合成することで「式の表現」「式の読み」

ができる表現力を養うことや、10 進法について感覚的に理

解をさらに深めることで、知識�技能を身に付けます。

【図形（ドット図形、長い順番）】

　長い順番の問題では、任意単位を設定し測定することで、

比べたいモノの長さを数値に置き換えて比べる問題です。モ

ノの長さや大きさを数で表すことを「数化」といい、観察量

や処理能力を高めます。ここでは、複雑な線の長さの任意

単位を設定することで、単位の本質�仕組みさえ理解するこ

とも目的です。

　ドット図形は点描写とも言い、巧緻性�図形の問題�計

数として捉えることもできます。各点は等距離に離れているの

で、見本の図と同じ長さを測定し、線を引くことは、観察力�

作図能力�処理能力�全体把握能力を育みます。

【思考力（規則性）】

　規則性では、数字の変化（増加�減少）に着目すること

がポイントです。

学習のポイント

【数（1 ～ 20の合成�分解、足し算�引き算）】

　今まで学習した数の合成と分解、繰り上がりの足し算�繰

り下がりの引き算がポイントです。

【図形（ドット図形、長い順番）】

　1つのマス目を共通の長さの単位として、マス目を数えてい

きましょう。ドット図形は、ドットの 2 点間の距離を任意単位

として長さを確定して、直線をかいてみましょう。

【思考力（規則性）】

　規則性の問題では、数字の並び方の変化に規則性を見

つけます。数字の並びに根拠を探し、理詰めでものを考え

結論を出す能力、論理的思考能力が養われます。また、自

然に、等差�階差数列の感覚を養います。

●数（20～30の合成�分解、たし算�引き算）

●図形（つみき投影図、図形をかく、図形の合成、ドット図形、長い順番、折り紙）

●思考力（回転、鏡と時計、ルール道路�迷路、サイコロの目、比較、規則性）
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这是31·32级的应用问题。
进行更深的考察、学习准确的表达和处理。

致家长学习目标

学习要点

●

●

●
34 数（20～30的合成与分解、加法与减法）

图形（积木投影图、画图、图形的合成、连点绘图、长度顺序、折纸）

思考力【旋转、镜子与时钟、迷宫、骰子的点数、比较（颜色、形状

等）、找规律】

数的分解是加减法计算的基础。即使是有较大的数，

或是有 3 个以上数的加减法计算，通过扎实的数的分解的

基础也会很容易地得出答案。而且，在吃饭或洗澡的时间

与孩子一起玩“28 是 19 和几？”“22 是 3 和 7 和几？”

这样的游戏可能会让孩子很开心。另外，将“10”作为一

个整体来处理，对于较大数的计算和理解十进位非常重要。

长度顺序的学习是将来初中和高中要学习的“比例”

的基础。在这个问题中，排列着边长相同的正方形空白格。

请注意，可以通过将一个空白格的边长长度设置为 “1”

来测量长度。

对于连点绘图，在开始解答题目时，测量直线起点和

终点之间的长度是很重要的。此外，通过数基准点“右边

的第三个点”“顶部开始的第二个点”，可以使孩子有意识

地感知坐标。

虽然规则性的问题是在初中和高中学习的数列内容，

但是小学生也能找出数列变化的规律。在这里，让我们着

眼于下一个数字“增加了多少？”来解决问题吧。
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【数】

【图形（连点绘图、长度顺序）】

利用数的合成与分解的性质，学习大于 20 的数的加

减法计算。特别是通过理解 20 ～ 30 的数的分解，掌握

退位减法计算。同时，通过多个数的合成，培养对“式

子的表示”和“式子的读法”的表达能力，加深对十进

位的理解。

【思考力（找规律）】

在找规律的问题中，需要注意相同数量的增加与减

少。来学习有规律的数字排列（数列）吧。

连点绘图也称为点描绘，也可以理解为细致性的图

形问题和计数问题。由于任意两点间的距离都是相等的，

因此测量与示例图相同的长度并画线的操作，有助于培

养幼儿的观察能力、图形绘制能力、处理能力和整体把

握能力。

在长度顺序的问题中，通过对不同的比较对象设定

相同的任意单位进行比较，实质上是把实际长度转化成

“相对的数值”后再进行比较。将具体事物的长度和大小

用数字表示的过程称为“数量化”，有助于培养观察能力

和处理问题的能力。本节通过对复杂的线条长度自定义

相同的任意单位，以达到理解单位的本质的目的。

【数（20～30的合成与分解）】

要点是至今所学的数的合成与分解、以及进位加法

及退位减法的计算。

【图形（连点绘图、长度顺序）】

连点绘图的问题，将 2 点之间的距离作为任意单位，

来确定长度，尝试着画直线吧。

长度顺序问题，将方格作为长度单位，来数一数方

格吧。

【思考力（找规律）】

找规律的问题是要找出数字排列方式的规律。培养

寻找数字排列的根据、用理论思考并得出结论的能力以

及逻辑思考能力。还要培养自然的等差数列、差分数列

的感觉。


